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概  要 

 

潜熱が大きな VO2 の部材化に成功し、「融けない氷」を開発した。（図１）従

来の蓄熱用相変化材料（Phase Change Material : PCM）では、溶融潜熱を

利用しており、形状が維持できなかった。新技術では、電子相変化を利用して

おり、固体状態が維持される。VO2 の難焼結性の改質が鍵で、これにより高

強度・高蓄熱密度（図２、図３）の蓄熱固体部材の開発に成功した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の蓄熱 PCM は、パラフィン・糖類などであり、蓄熱時に融解するので、

カプセル等の容器が不可欠で、そのまま利用することができなかった。一方、

VO2 の潜熱は電子相変化によるため、固体状態が維持され、そのまま部材と

して利用することができる。電子機器の熱対策などの液体の発生を避けたい場

合に適している。加工が容易な点も特徴である。 

本技術の 

有用性 

熱管理全般に有用である。例えば、排熱・自然熱を蓄熱できる部材・部品とし

てそのまま利用することや、電子機器の過熱防止に利用できる。なお相変化温

度は、－１５０～１５０℃の範囲で用途に応じて調整可能である 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 
図１ 図２ 図３ 

適用可能製品 
再生蓄熱熱交換器、排熱蓄熱部品、自然熱蓄熱建材、パワー半導体・IGBT

過熱防止部材、バッテリー過熱防止材 
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